
県民大学校夏季講座開催
¥、、、、、、、、、、、1、、、、、、、、六六六、、、、、、、、、、、、、、、¥ヘヘヘヘヘ、、、、、、、、、、、、、

夏
の
風
物
詩
と
し
て
、
県
民
の
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い

る
県
民
大
学

校
第
十
凶
夏
季
講
座
が
、
富
山、

高

岡
で
、
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
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前
期

富
山
会
場

(富
山
県
教
育
文

化
会
館
ホ
ー
ル
)

〈タ
の
部
〉
午
後
六
時

1
七
時
半

七
月
二
十
日
制

1
二
十
六
日
例

〈朝
の
部
〉
午
前
六
時
半

1
八
時

七
月
二
十
一
日
肘

1
二
十
七
日
制

高
岡
会
場
(
高
岡
市
民
会
館
)

後
期

熱心な受講者であふれる県民大学校夏季講座

〈タ
の
部
〉
午
後
6
時
1
七
時
半

七
月
二
十
七
日
附

1
八
月
三
日
附

av受
講
申
込
期
間

六
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一
日
同

1
七
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八
日
幽

・
申
込
先
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委
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会
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-
申
込
方
法

次
の
こ
と
を
明
記
の
う
え
、
封
書

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑦
郵
便
番
号
①
住
所
。
氏
名
③
年

齢
②
性
別
③
職
業
③
連
絡
電
話
番
号

⑦
前
期

・
後
期
の
区
別
(
前
期
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
「
夕
の
部
」
、
「
朝
の

部
L

の
区
別
を
明
記
)
⑦
前
年
度
受

話

牛
白
住

富山県を置き、越中一国を管轄させることになったので石川県
から引継ぎを受けるよう、太政大臣より通達された文書

明治16年 5月9日に富山県

が石川県から分県して以来、

昭和58年5月9日でちょうど

百年。

この記念すべき日を県民の

皆さんとともに祝うとともに、

本県の良き歴史と伝統を生か

し、新しい時代への限りない

発展を願って、富山県置県百

年記念式典が富山県民会館で

開催されましたO

この式典の模様を写真を中

心に紹介します。

講
の
有
無

入
場
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
申

し
込
み
の
際
に
は
、
資
料
代
三
百
円

(
六
十
円
切
手
五
枚
で
も
よ
い
)
を

添
え
て
く
だ
さ
い
。

県民大学校第10回夏季講座講師一覧

後期 (高 岡市民会館) 前期 (富山県教育文化会館) v 
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経本済日

私 一
江戸のi本化文日 性野と 本人日 禅と

術美と 本人日 方かえ アメリ 勝負の 夏目の 二L

ン
人生

激 演
ネ

メ ロ

創性造の
生活
際性国と 私がら 人のカ

びき 石
の マ ア 女に マ と

展望
フ

イ

見る
ノ し 石

イ

時代放ア送と 治女日の月 像女性
学ん 生き

さ )11 
フ 啄

だ方 木 題
、・4
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5
月
9
日
記
念
式
典

1

知
事
式
辞
要
旨

五
月
の
風
き
わ
や
か
に
薫
る
今
日
、
こ
こ
に
富
山
県
の
記
念
す
べ
き
置
県
百

年
の
日
を
迎
え
、
富
山
県
置
県
百
年
記
念
式
典
を
挙
行
で
き
ま
す
こ
と
は
、
ま

こ
と
に
慶
ぴ
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
百
十

一
万
県
民
の
皆
様
と
と

も
に
、
こ
の
佳
き
日
を
心
か
ら
祝
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

顧
み
ま
す
れ
ば
、
明
治
四
年
廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
て
の
ち
、
幾
た
ぴ
か
の
変

遷
を
経
て
、
明
治
十
六
年
五
月
九
日
、
現
在
の
富
山
県
が
石
川
県
か
ら
分
離
し

て
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
以
来
、

今
日
ま
で
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
三
代
に
わ

た
り
、
私
た
ち
富
山
県
民
は
厳
し
く
も
美
し
い
県
土
の
上
に
、
政
治
、
経
済
、

社
会
、
文
化
の
あ
と
を
刻
み
な
が
ら
、
流
れ
て
や
ま
ぬ

一
世
紀
の
歴
史
を
築
い

て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。

今
、
こ
の
記
念
す
べ
き
日
に
、
波
乱
に
満
ち
た
百
年
の
星
霜
を
静
か
に
回
想

し
、
そ
し
て
ま
た
、
新
し
い
時
代
を
展
望
す
る
と
き
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
は
ま
こ
と
に
重
か
つ
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

地
域
社
会
に
対
す
る
期
待
が
か

つ
て
な
い
高
ま
り
を
み
せ
て
い
る
「
地
方
の

時
代
」
を
迎
え
、
地
域
の
文
化
が
大
き
く
花
開
こ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
の
潮
流
の
な
か
で
、
富
山
県
が
新
世
紀
へ
船
出
す
る
に
当

た
り
、
私
た
ち
は
、
県
民
の
総
意
の
も
と
に
策
定
さ
れ
た
富
山
県
民
総
合
計
画

を
指
針
と
し
て
、
新
た
な
る
飛
躍
を
期
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

激
動
と
混
迷
を
続
け
る
厳
し
い
情
勢
の
な
か
で
、
県
守
つ
く
り
の
前
途
は
決
し

て
平
担
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
県
民
の
す
べ
て
の
参
加
と
連
帯
の
も
と
に
、
勇
気
と
情
熱
を
も

っ
て
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
乗
り
越
え
、
輝
か
し
い
明
日
の
富
山
県
を
築
き
、
次
の

世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
、
固
く
心
に
期
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に
、
改
め
て
富
山
県
の
礎
を
築
き
あ
げ
ら
れ
た
先
人
に
、
限
り
な
い

敬
意
と
感
謝
の
念
を
捧
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
臨
席
の
各
位
を
は
じ
め
、
県
民

の
皆
様
の

一
層
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。
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置県百年を記念してつくられた「富山県讃歌・ふるさと富山」の大合唱

富
山
県
讃
歌

「
ふ
る
さ
と
富
山
」

天立
朔か山
けは
る
、
小
る
さ
と
の
山

、
小
る
さ
と
富
山

ふ
る
さ
と
富
山

大
鷲
よ

ふ
る
さ
と
の
島

こ
の
歌
を

海
へ
放
そ
う

北
ア
ル
プ
ス
の

よ
ろ
こ
び
の
日
も

苦
し
い
日
に
も
瞳
に
浮
か
ぶ

ふ
る
さ
と
富
山
ふ
る
さ
と
富
山

空
へ
放
そ
う

澄
ん
だ
空
国

歌
よ

、
ふ
る
さ
と
の
海

朔
け
め
ぐ
れ

わ
が
富
山

わ
が
富
山

あ
あ

あ
あ

若
さ
み
な
ぎ
る

わ
が
富
山

こ
の
歌
を

三
、
海
山
に
ふ
る
さ
と
の
幸

輝
け
る
豊
か
な
歴
史
わ
が
郷
土

い
ま
新
し
い
き
ょ
う
の
栄
え

わ
が
子
に
孫
に

未
来
に
の
こ
す

、
し
伊
る
さ
と
富
山

歌
よ

ふ
る
さ
と
の
空

朔
け
め
ぐ
れ

あ
あ

わ
が
富
山

あ
あ

わ
か
富
山

愛
の
あ
ふ
れ
る

わ
が
富
山

二
、
日
本
海

誓
い
に
燃
え
て

、Ad
る
さ
と
富
山

『小d
る
さ
と
の
海

鳴
り
響
く

あ
の
海
鳴
り
川
崎

波
の
声
国

子
守
り
唄

こ
の
歌
を

明
日
へ
放
そ
う

強
く
生
き
よ
と

お
さ
な
い
日
か
ら

世
に
た
つ
い
ま
も

歌
よ

、
し
ザ
る
さ
と
の
明
日

朔
け
め
ぐ
れ

わ
が
富
山

あ
あ

わ
が
富
山

あ
あ

心
に
響
く

と
わ
に
開
け
る

わ
が
富
山

先人の努力と英知をしのぶとともに、新しい時代への限り
ない発展を願って行われた置県百年記念式典

「未来をひらく県民の決意」を力強く宣言する
青少年の代表

式典で、お祝いのことばを述べる中国遼寧

省の全樹仁省長

式
典
の
内
容

序開
式
の
言
葉

(式
典
実
行
本
部
長
)

「君
が
代
」

斉
唱

式

辞(富
山
県
知
事
)

議
長
挨
拶

(富
山
県
議
会
議
長
)

来
賓
祝
辞

破

(
一転
し
て
ド
ラ
マ
の
世
界
へ
)

過

'12 

去(ふ
る
さ
と
に
か
が
や
く
忘
れ

得
ぬ
人
々
)

B
A
 

『

4
1
d

在置
県
百
年
記
念
特
別
表
彰
)

未

来(明
日
を

つ
く
る
子
供
た
ち
)

急未
来
を
ひ
ら
く
県
民
の
決
意

(富
山
県
青
少
年
代
表
)

富
山
県
讃
歌
合
唱

「ふ

る
さ
と
富
山
」

閉
式
の
言
葉

H.I }I.I 
t)[. t)[. 
カロカH
T'1目
ノミノミ

l レ
テ i
イド

力強く作文を朗読する荒木俊則君

置県百年を祝い、富山市城祉大通りで行われた祝賀パレード
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置県百年特別表彰者のみなさんせ

英樹笹島政信
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五
十
八
年
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月
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日

高野文蔵
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昭
和
五
十
九
年
三
月
末
日

佐伯豊田 町文一

彼谷島崎藤左ェ門

竹平政太郎伊作

友明

富
山
新
空
港
の
工
事
を
進
め
る
た
め
、

次
の
期
間
空
港
を
閉
鎖
し
ま
す
。
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堀高田ヨシイ宗清藤井大国後太郎進野久五郎

-特別表彰団体

近畿富山県人会

富山県人会連合会

事土)ブラジル富山県人会

富山県花井球根農業協同組合

現

在

の
由
国
国

富
山
空
港
は
、
富
山
市
の
中
心
部

よ
り
南
方
僅
か
七

J
M
の
、
神
通
川

の
河
川
敷
に
設
置
さ
れ
、
昭
和
三
十

八
年
八
月
二
十
日
、
滑
走
路
千
二
百

M
M

で
開
港
し
ま
し
た
。

当
初
は
、
東
京
使
の
ほ
か
、
大
阪

名
古
屋

・
新
潟
便
を
飛
ば
し
て
い
ま

し
た
が
、
北
陸
線
の
複
線
電
化
な
ど

が
進
む
と
と
も
に
衰
退
し
、
現
在
は

東
京
便
が

一
日
五
便
飛
ん
で
、
昨
年

は
年
間
十
四
万
六
千
人
の
乗
客
を
運

ん
で
い
ま
す
。

現
在
就
航
し
て
い

ま
す
Y
S
|

日
型
機
の
座
席
数
は
六
十
四
席
と
、

大
型
観
光
パ
ス
程
度
の
た
め
、
ど
の

便
も
ほ
ぼ
満
席
で
、
緊
急
の
用
件
で

利
用
し
た
い
乗
客
の
皆
さ
ん
に
、
大

変
ご
迷
惑
を
か
け
て
い
る
現
状
で
す
。

ま
た
、

国
産
旅
客
機
Y
S
|
日
型

機
は
、
昭
和
三
十
九
年
よ
り
生
産
さ

れ、

一
九
六
四
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京

建設進む富山新空港

大
会
の
聖
火
囲
内
空
輸
を
果
た
す
な

ど、
華
々
し
く
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
が
、

エ
ア

l
パ
ス
の
出
現
に
よ
っ
て
、
昭

和
四
十
九
年
二
月
、
百
八
十
二
機
を

最
後
に
生
産
中
止
と
な
り
、
い
ず
れ

未
来
を
ひ
ら
く
県
民
の
決
意

乗麟

私
た
ち
富
山
県
民
の
こ
こ
ろ
は
、
美
し
く
、
ま
た
厳
し
い
自
然
、
風
土
の

奇口

中
で
培
わ
れ
、
長
き
に
わ
た
り
、
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
今
、
未
来
を

と
か
大
切
で
す
。

ひ
ら
く
県
"つ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
こ
こ
ろ
を
基
本
と
し
て
進
め
る
こ

忠夫

そ
の
一
つ
以
、
誠
実
で
努
力
を
お
し
ま
ぬ
気
質
、
積
極
進
取
の
気
風
で
す
。

植木

来
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
優
れ
た
資
性
を
た
ゆ
み
な
く
注
ぐ
と
こ
ろ
に
、
本
県
の
た
く
ま
し
い
未

正平

ま
た
一
つ
怯
、
こ
ま
や
か
な
人
情
、
広
い
人
間
愛
の
こ
こ
ろ
で
す
。
今
日

の
物
質
文
明
に
、
こ
の
心
の
温
か
さ
を
満
た
す
と
き
、
生
き
が
い
の
あ
る
、

向島儀-

の
道
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

幸
せ
な
県
民
生
活
が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
真
の
福
祉

14  

こ
の
二
つ
の
こ
こ
ろ
の
上
に
立
っ
て
、
私
た
ち
県
民
国
、
本
県
の
新
し
い

山本

世
紀
に
、
次
の
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
こ
ぞ
っ
て
努
力
し
ま
す
。

つ
く
り
ま
す
。

私
た
ち
以
、
明
る
い
、
生
き
生
き
と
し
た
健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
の
県
を

私
た
ち
は
、
自
然
を
愛
し
、
生
活
に
潤
い
を
与
え
る
花
と
緑
の
県
を

つ
く
り
ま
す
。

私
た
ち
川
崎
、
創
造
性
豊
か
に
、
活
力
に
満
ち
た
科
学
と
文
化
の
県
を

つ
く
り
ま
す
。

富
山
県
置
県
百
年
の
記
念
の
日
に
あ
た
り
、
以
上
の
こ
と
を
、
県
民
の
決

意
と
し
て
、
宣
言
い
た
し
ま
す
。

山

空

港

加
と
、
ジ
ェ

ッ
ト
化

へ
の
対
応
と
し

て
、
富
山
空
港
の
拡
張
整
備
は
、
県

民
の
皆
さ
ん
が
切
望
し
て
き
た
と
こ

近
い
将
来
退
役
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
運
命
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
利
用
客
の
年
々
の
増

ろ
で
す
。

も
う
す
ぐ
富
山
に
も

ジ
ェ
ッ
ト
機
が
就
航

県
で
は
、
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
の

解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
ま

す
。

理
解
と
協
力
を
得
て
、
昭
和
五
十
同

年
以
来
、
急
ピ

ッ
チ
で
工
事
を
進
め
、

完
成
の
暁
に
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
の

就
航
に
よ
り
、
輸
送
力
の
大
幅
な
増

今
年
八
月
ま
で
に
、
新
滑
走
路
と
旧

滑
走
路
が
、
交
差
す
る
区
間
を
除
い

強
と
時
間
短
縮
が
図
ら
れ
、
楽
し
い

空
の
旅
が
お
約
束
で
き
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

で
ほ
ぼ
完
成
し
ま
す
。
引
続
き
九
月

15  

交
差
す
る
区
間
の

十
七
日
よ
り
現
空
港
を
閉
鎖
し
て
、

工
事
を
進
め
、
完

成
検
査
、
完
熟
飛

行
を
経
て
、
来
年

月
ノ;...
刀て

り

わ
た
り

富山空港の現況と計画

三
月
末
に
、
開
港

す
る
予
定
で
す
。

こ
の
間
約
六
ヵ

利
用
者
の
皆
き
ん

に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す

が
、
県
政
発
展
の

た
め
、
深
い
ご
理

項 目 現 況 計 画

対 象機種 0プロペラ機 0中型ジェ ット機
YS-11 (64席) B 737 (115席)

B 727 (178席)
B767 (236席)

滑走路 01，200m X30m 02，000m X45m 

着陸帯 01，320m XllOm 02，120m X150m 

エプ ロ ン OYS-ll 3ノ〈ース O中型ジェット機3パース

ターミナル 0鉄筋コンク リー 0鉄筋コンク リート
ピ Jレ ト2階建 800m' 3階建約5，000m'

駐車場 080台分 0350台分

照明施 設 03種類 015種類

無線施設 0無指向性無線標 0超音波全方向式無線
識施設 標識施設、距離測定

装置、ローカライザー



ふるさと富山は、いま、新しいイメージ。

をF
EB 

山
県
民
総
正午

亡コ

計
画
で
っ
た
わ
れ
た

十

世
紀

へ
の'

つ
の
挑
戦
を

ますが、その一環としてこのほど県庁正面2階に新し
いディスプレイが完成しました。

「飛朔」をシンボルテーマとする新しいディスプレ
イtcl:， 2つの構成からなり、来庁者の視覚に強く訴え
るとともに、適度な参加性をもつものです。来庁の折

にtcl:，ぜひこ覧ください。

テ
ー
マ
に
富
山
県
の
将
来
を
展
望
し
ま
す
。

日
本
海
を
抱
く
よ
う
に
湾
曲
し
て
い
る
日
本
列
島
。
富
山
県
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の

中
心
に
位
置
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
視
点
を
蛮
え
て
見
る
と
、
今
ま
で
な
に

げ
な
く
思
っ
て
い
た
こ
と
も
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

印刷(術チュー工ツ

私たちのふるさと富山県。置県百年を迎えたいま、

新世紀に向って新しいふるさとを創造していかなけれ

ばなりません。

そのためには、私たち1人1人の行動によって、新
しい富山県のイメージづくりを進めることが大切です口

県でも、このイメージづくりを積極的に推進してい

企画発行富山県知事公室広報課富山市新総曲輪1の7宮 31-3131(県民電話)〒930県広報とやま昭和58年 6月号瓜173 5，000部


